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 要  旨 

原子に高強度のレーザーを照射するとトンネル効果によりイオン化が起こる.イオン化により

放出された電子の位置・運動量を観測することで物質の構造や特性といった情報を間接的に可

視化する研究が行われている.実験ないし試行的シミュレーション[1] により導かれている結果

を,理論を用いて説明することが本研究の最終的なねらいである. 

再散乱現象はトンネルイオン化による電子の放出→レーザー電場のクーロン力による古典的な

運動→再衝突・再散乱という 3ステップモデルで表される[2]. 2つ目のステップについて, 与え

られた最終運動量に対して再衝突するまでに取る経路(trajectory)が複数存在し.この経路が 1つ

に重なるような条件では最終運動量が極大となる.これを焦線(caustics)とよぶ.[1] 

二色電場の場合には電子の運動はより複雑となり,振幅比・位相差のパラメータによって変化す

る複数の焦線が存在する.パラメータを変化させそれらの焦線がちょうど 1 つに重なるような

点を決定すれば,高次高調波発生に関する研究[3]同様に量子力学的手法による光電子運動量分

布・微分断面積の計算結果と関連付けることができると考えられる. 

本研究では卒業研究[2]で用いたものを拡張する形で焦線を計算するプログラムを実装し,二色

直線偏光電場について光電子の最終運動量と焦線を計算した. さらに,二色直線偏光について焦

線が 1 つに重なるような電場パラメータを求め,単色直線偏光について光電子運動量分布を計

算した. 
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